
 

 

   

 

 

 

 

 

☆全国学校給食週間 （１月２４日～３０日） 

学校給食の歴史 

 「学校給食感謝の日（12月 24日）」は、戦後、中断されていた学校給食が

再開されたことを記念した日です。そして、昭和 25年度から冬期休業と重な

らない 1月 24日から 30日までが「全国学校給食週間」となりました。私た

ちが日
ひ

頃
ごろ

食べている給食は栄養バランスの良い豊かな食事ですが、昔は、今の

ような様々な食材を使った給食ではありませんでした。この機会に、学校給食

の歴史を振
ふ

り返り、食べ物の大切さや作る人の思いを考え、感謝の気持ちで食

事をしましょう。 

山形県の私立忠
ちゅう

愛
あい

小学校で、お弁当を持参できない子どもたちのために無
む

償
しょう

で給食

が提供される。これが、日本の学校給食の始まりとされる。その後、給食は徐々
じょじょ

に日

本中に広がったが、戦争中は一時中断される。 

 

アメリカの民間団体から援
えん

助
じょ

物資を受けて、戦後の給食が再開される。 

12月 24日に東京都の小学校で給食物資の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

があり、この日を「学校給食感謝

の日」と定める。また、翌日から冬休みのため、１か月後の 1 月 24 日から 30 日

までの 1週間を「全国学校給食週間」と定める。 

 

全国都市部の児童２９０万人に対し、給食が開始される。 

 

大阪市では、精
せい

華
か

・北
きた

中
なか

道
みち

・金
かな

塚
づか

の３小学校で給食が開始される。 

 

大阪市の全小学校の児童を対象に給食が開始される。 

 

大阪市の中学校で、家庭からお弁当を持参できない生徒に昼食の提
てい

供
きょう

が始まる。 

 

大阪市の全中学校の生徒を対象に給食が開始される。 

明治22年学校給食が始まった頃
ころ

の給食（イメージ） 

おにぎり さけの塩焼き 

つけ物 

明治 22年 

 

 

 

昭和 21年 

 

 

 

 

昭和 22年 

 

昭和 24年 

 

昭和 25年 

 

平成 20年 

 

令和元年２学期 

 ●コッペパン 
●ミルク  （脱脂粉乳） 
●みそ汁 

 【写真】 (公財)大阪市学校給食協会HPより 【写真】 (独)日本スポーツ振
しん

興
こ う

センターHPより 
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